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0. はじめに 
 タイ語の使役表現では、使役標識として hayまたは thamhay のどちらかを用いることが
多い。本稿では、タイ語における使役表現(日本語で「～(さ)せる」と訳すことができるも
の)について、hay及び thamhayの使い分けという観点から考察する。なおタイ語では因果
関係を表すのに thamhay を用いる。日本語で「～(さ)せる」と直訳すると不自然な表現に
感じられる場合もあるが、それらも含めここでは「使役」として扱う。 
 hayは本動詞として「与える」、thamは「する、作る」という意味をもつ。thamhayを使
役標識と認めない見解もあるが(高橋: 2010、1.3 節で後述)、本稿では thamhay も使役標識
とみなす。 
なお、本稿での例文番号、和訳、略号及び下線、斜体、太字は筆者による。 
 
1. 先行研究 
 本稿では hay 及び thamhay を用いた使役表現に関して、バンチョンマニー(1999)、メー
ターピスィット(2000)、高橋(2010)の 3つの先行研究をまとめる。 
 
1.1. バンチョンマニー(1999) 
 バンチョンマニー(1999)ではタイ語と日本語の動詞について対照研究を行うにあたり、
使役文と受動文、目的表現の 3つに注目している。以下に使役文に関する記述(バンチョン
マニー1999: 30-51)を要約する。 
 
タイ語には使役の助動詞が複数あり、補文の動詞の意志性によってこれらの助動詞を使
い分けている。使用する助動詞によって意味解釈の面においても違いが生じる。 
  
①hay使役文         ：NP1 hay    NP2 VP 
 ②thamhay使役文 ：NP1 thamhay NP2 VP 
  
いずれにおいても NP1 は使役主体を表す名詞句、NP2 は被使役者を表す名詞句であり、
VP は動詞句である。統語的には、NP1 が文の主語、hay/ thamhay + NP2 + VP のまとまりが
述語である。補文の主語は NP2で、述語は VP である。 
 hay使役文の一般的な意味解釈としては「NP1 が意志的に NP2 に働きかけて、NP2 が意
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志的に VP するように仕向ける」と表すことができる。hayの前に、発話に関する動詞や動
作主の態度を表す動詞を置くこともできる。また hay 使役文には、1)NP1 による発話行為
を伴う、2)補文内容の実現を必ずしも含意しない、という特徴がある。 
 thamhay 使役文は、意志性の有無により 2 つに分けることができる。[－意志]である
thamhay (a)使役文は、「NP1 が原因となって NP2 が VP する/なる」という意味を含意した
原因使役文である。[＋意志]である thamhay (b)使役文は、「NP1が、NP2 が VP する/ なる
ようにさせる」という意味の、hay使役文に近いところのある使役文である。hay使役文と
は異なり、1) NP1による発話行為には言及していない、2)補文内容の実現を必ず含意する、
という特徴をもつ。                                                            (バンチョンマニー1999: 30-51を要約) 
 
hay, thamhay使役文の各要素の意志性と有生性について表にまとめて以下に示す。 
 
表 1: 各要素の意志性と有生性 
 hay thamhay (a) thamhay (b) 
使役主体(NP1) ＋有生 ±有生 ＋有生 
使役の助動詞 ＋意志 －意志 ＋意志 
被使役者(NP2) ＋有生 ±有生 ±有生 
動詞句(VP) ＋意志 ±意志 ±意志 
(バンチョンマニー1999: 46 の表をもとに筆者作成) 
 
1.2. メーターピスィット(2000) 
 メーターピスィット(2000)は、動詞の分類に際して、受動態や使役態と関連付けて考え
ることによりどのように動詞を分類できるかを考察している。①hay 使役形、②thamhay
使役形に関する記述(メーターピスィット 2000: 68-70)を以下に要約する。 
 
①hay使役形  使役者＋hay＋被使役者＋VP＝S(Sは sentence を表す) 
hay使役形において大部分は hayの前に動詞が置かれ、「V＋hay＋補文」の形で表される。
また hayの後ろにくる動詞には、行為ばかりでなく動作性の低い動詞も多く現れる。 
hay使役形においては、使役の内容がほとんど動作行為であるため、被使役者の意志性―
自己制御の可否―が大きく関わってくる。被使役者の行為が自己制御可能な場合に限り hay
使役形をとる。実際にその動作行為に及ぶかは被使役者に委ねられるため、hay使役形にお
いて結果実現は保証されていない。自己制御不可能な場合は、hayの前に具体的な動詞を挿
入する必要がある。被使役者が無生物である場合は、強制による使役とは解釈できず、使
役者がその事象発生を放任するとしか読み取れない。 
②thamhay使役形  使役者(＋VP＝S )＋thamhay＋被使役者＋V/VP＝S 
thamhayの前にくる名詞または文によって「原因」が表され、後ろの文によって「結果」
が表される。thamhayの後ろにくる動詞はほとんどが「変わる」、「なくなる」、「怖がる」な
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どの心理状態を表す動詞や存在動詞である。thamhay形式では結果の実現が保証されている
が、それがどのように行われたかは明示されない。そのため、使役者の行為が意志的なも
のかどうかということよりも、その出来事を起こしたのは誰または何かということに焦点
が当てられていると見る方が適切である。また thamhay使役形の場合は使役者の関与は直接
的なもの・間接的なものの両方の解釈が可能である。 
 (メーターピスィット 2000: 68-70を要約) 
 
1.3. 高橋(2010) 
 高橋(2010)では、[(意志 VP＋) hay＋意志 VP]という統語形式をもつ間接使役を表す構文
を使役構文とし、hayのみを使役標識として認めている。高橋(2010)によると、使役性のプ
ロトタイプは 2人の動作主が関与する間接使役(第 1動作主である意図・計画者が第 2 動作
主である実行者を扇動する)である。使役標識の前に生起する動詞は、相手に働きかけたり
影響を及ぼしたりする指令系の動詞であればよい。また使役性表現で表される結果事象は
必ず意図的に引き起こされるものである。 
一方 thamhayは「ある出来事が契機となってもう 1つの出来事が生じることを表す」(高
橋 2010: 125)契機接続詞であるとしている。 
 
1.4. 問題提起 
1.1～1.3 節で概観したように、先行研究では使役標識を含め hay 使役文及び thamhay 使
役文の解釈の仕方が様々である。特に補文の動詞の意志性や使役主体の有生性について見
解が一致していない。また使役標識 hay の直前に現れる動詞については触れられているも
のの、thamhayに関しては記述がない。本稿では、hay及び thamhayの直前に現れる動詞に
焦点を当て、それに関連し hay及び thamhayを使い分ける基準が見られるかを検討する。 
 
2. 調査 
 ここでは hay 及び thamhay の直前に現れる動詞に関して行った、コーパスによる調査と
インフォーマント調査についてまとめる。卒業論文では補文の動詞に注目した調査も行っ
ているが、本稿では割愛する。 
 
2.1. コーパスによる調査 
 使用したコーパスはタイ国立コーパス(Thai National Corpus)である。このコーパスはチュ
ラロンコーン大学所有のコーパスで、収録語数が約 1400万語とタイ語コーパスの中では最
大のものである。ジャンルは様々あり、1998年以降に出版されたものがコーパス全体の約
9 割を占めている。 
 
2.1.1. 調査方法 
まず hayを含む例文のうち、hayの直前に現れる語数を 1に設定して検索した(このコー
パスでは、直前及び直後に現れる語数をそれぞれ 0～3 まで指定することができる)。ジャ
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ンルは指定しなかった。使用したコーパスでは、検索した結果が最大 100までしか表示さ
れない。その 100 の検索結果のうち、ヒットしたものが動詞であるものを抽出し、次に、
その動詞が名詞化されていないか、使役表現として用いられているかの 2点についてそれ
らが実際に用いられている例文を表示することで確認し、名詞化されている、あるいは使
役表現でないと判断されるものは調査対象から外した。thamhayについても同様である。 
なお、表示される 100語の検索結果は、検索結果全体からランダムに抽出されたもので
あるため、表示されなかった語や用例が他にも存在すると思われる。hay を含む用例は 16
万例以上、thamhay を含む用例は 2 万例以上存在するため、表示されなかった語の方が多
いこともありうる。よって、調査対象とする動詞に偏りが出ている可能性があることを述
べておく。 
 
2.1.2. 調査結果 
コーパスで検索した結果、hayの直前に出現した動詞は異なり語数で 46語であった。一
方 thamhayの直前に出現した動詞は異なり語数で 7 語であり、圧倒的に hayの前に動詞が
出現することが多いという結果になった。 
以下に hay及び thamhayの直前に現れた動詞の一覧を示す。 
 
[ hayの直前に出現する動詞] 
圧迫する、委託する、噛んで含めるように言いつける、入れ知恵する、促す、押す、押し
つける、感動させる、教え込む、強圧する、強制する、強制する、許可する、許容する、
効果を生む、鼓舞する、しつこく勧めてやらせる、誘いこむ、誘う、誘う、指示する、指
示する、承諾する、譲歩する、勧める、生じさせる、説得する、勧誘する、先導する、唆
す、だます、超能力で動かす、告げ知らせる、同意する、認可する、表情で知らせる、放
任する、招く、身振りで告げる、無理にする、命じる、命令する、誘引する、要求する、
乞う、割り当てる (46 語) 
hay の直前に出現する動詞は「命じる」など具体的に被使役者に働きかける動作を表す
ものや、「許容する」など被使役者に対して積極的に働きかけていない態度を示すもの、「だ
ます」などの使役者の意図を表しているものが見られた。 
 
表 3: thamhayの直前に出現する動詞 
効果を生む、努力する、能力がある、助ける、故意にする、決心する、意図する (7語) 
 具体的な動作を表すものはなかった。「故意にする」、「意図する」などの使役者の態度を
示すものはあったが、「努力する」、「助ける」を含む用例が 100 例以上存在したのに対し、
「故意にする」を含む用例は 7例、「意図する」を含む用例は 5例であった。 
 
2.2. インフォーマントによる調査 
 ご協力いただいたインフォーマントの方は以下の三名である。いずれもタイ語母語話者
である。 
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 A 1988年生(22歳): バンコク出身女性 
 B 1989年生(21歳): バンコク出身女性 
 C 1989年生(21歳): ノンタブリー出身女性 
 
2.2.1. 調査方法 
コーパスで収集した用例から hayあるいは thamhay を削除して空欄にした用例をインフ
ォーマントに紙面で示し、①hay、②V+hay、③thamhay、④V+thamhay の 4 つの選択肢の
うち空欄に当てはめられるものをすべて選択してもらうという形式で行った。②V+hayま
たは④V+thamhay を選んだ場合は、その部分に当てはめられる動詞を自由に記述してもら
った(後述するが、問 4については、V1＋V2＋hayの形式になっており、V2＋hayの部分を
空欄にして示した)。用例は、2.1 節で述べた hay または thamhay の直前に現れた動詞を含
む用例を使用した。hay の直前に出現する動詞は 46 語、thamhay の直前に出現する動詞は
7 語あったが、動詞を選ぶに際しては具体的な動作ではなく抽象的な概念も表せると筆者
が判断した動詞を選んだ。hay の直前に現れた動詞のうちからは「生じさせる」、「誘う」、
「先導する」の 3つの動詞を選び、thamhayの直前に現れた動詞からは「効果を生む」、「努
力する」、「助ける」の 3つを選んだ。これら計 6つの動詞を含む用例に加え、コーパスか
ら手作業で抽出した hay及び thamhayを使役標識としてもつ用例を含めた計 16問を提示し、
回答してもらった。 
問 1～16 のうち、元々hay が空欄に入っていた例文は、問 3、5、6、10、16 で 5 問であ
り、thamhayが空欄に入っていた例文は、問 1、2、7、8、9、11、12、13、14、15の 10問
である。問 4のみ V＋hayの形式であった。このうち、hayまたは thamhayの直前に動詞ま
たは動詞句をもつものは、問 1、2、3、4、6、7、9、10、11、12、13、14、16の 13問であ
り、直前に動詞や動詞句をもたない例文は問 5、8、15の 3問である。なるべく誘導的にな
らないよう、順序は適宜配慮した。thamhay が含まれていた例文の方が多いが、thamhay
の直前に出現する動詞のうち「効果を生む」と「助ける」については、hay の直前に現れ
ることもあると事前に母語話者から聞いていたため、thamhay を誘導することはないと判
断し hayを含む用例と thamhayを含む用例の数を等しくすることはしなかった。 
すべての回答を終えた後、それぞれの用例について、選ばなかったもの(hay または
thamhay)を当てはめることは許容されるか、許容されるとすれば意味の違いなどが生じる
かについて尋ねた。 
  
2.2.2. 調査結果 
ここでは 2.2.1節で述べた 6つの動詞を含む用例についてのみ述べる。3人とも答えが一
致したものもあるが、全体として回答がほとんど一致しないという結果になった。以下に
インフォーマントの回答を表にまとめる。なお、表の中の各番号は問番号を表している。
囲みと網掛けになっている箇所は、コーパスでの例文と一致したことを表している。 
表の上段はコーパスの用例では thamhay と共起していた動詞であり、下段は hay と共起
していた動詞である。問 4 は、hay の直前が「助ける＋生じさせる」という動詞連続の形
タイ語の使役表現―hay, thamhayを中心に― 
- 134 - 
 
になっていたため、「生じさせる＋hay」の部分を空欄にして示した。その他の問はすべて
hay または thamhay のみを空欄にして示した。どちらを使うかは人によるという答えもあ
ったが、自分ならどのように表現するかという視点で回答してもらった。 
 
表 2a: hay と共起した動詞 
インフォーマント 生じさせる 先導する 誘う 
A 
3. hay, thamhay 
4. hay 
6. hay 10. hay 
16. hay, thamhay 
B 
3. hay 
4. thamhay 
6. hay 10. hay 
16. hay 
C 
3. hay, thamhay 
4. V＋hay, thamhay 
6. hay, thamhay 10. hay, thamhay 
16. hay 
表 2b: thamhay と共起した動詞 
インフォーマント 努力する 助ける 効果を生む 
A 
1. thamhay, hay 
2. hay 
9. hay, thamhay 
13. thamhay, hay 
11. hay, thamhay 
12. hay, thamhay 
B 
1. thamhay 
2. hay, thamhay 
9. hay, thamhay 
13. thamhay, hay 
11. hay, thamhay 
12. hay, thamhay 
C 
1. thamhay 
2. V＋hay, thamhay 
9. thamhay, hay 
13. thamhay 
11. hay, thamhay 
12. thamhay 
 
三者の回答が一致したのは、問 11のみである。それ以外の問においては、回答が分かれ
たり、使用する語の優先度が異なったりと、三者の回答が全く一致することはなかった。 
インフォーマントにより、hayと thamhayの使い分けに考え方の違いが見受けられた。A
によれば、hay は使役者が被使役者に働きかけたあと、被使役者自身の意志で何かを行う
ことを表す。一方 thamhay は、被使役者の意志は関係なく、使役者が無理やりであろうと
何かをさせることを表す。B の意見では、hay は普通の使役であり、何かをさせることを
表すという。一方 thamhay は変化、つまり主体が何かをすることにより、その結果被使役
者が変化するということを表す。Cによると、hayは口語としてよく使うが、thamhayは例
えばテレビでアナウンサーが話す時のように、丁寧に説明する時に使うと述べた。 
hayあるいは thamhayを選択する基準として、hay及び thamhayの直前に現れる動詞を理
由に挙げたインフォーマントはいなかったため、直前に現れる動詞は hay と thamhay を使
い分ける要素とはなっていないといえる。そしてインフォーマントにより差があるものの、
どの語においても hay, thamhayともに共起できるといえる。 
表 2a より hay と共起した動詞については、問 4 での B と C の回答 2 つを除き、全ての
回答において hay が選択されていることがわかる。B は thamhay を選択した。B の内省で
は、thamhay は変化が生じることを表す。そのため、「人生に良いことが起こる」、言いか
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えれば「良いことが起きて人生に何らかの変化が生じる」という内容を表すには thamhay
がふさわしいと判断したのではないかと考えられる。C は V＋hay 及び thamhay を選択し
た。これは使役主体が神様や天上の人であるため、何らかの力をもつ存在が影響を及ぼし
た、ということを表現するには多少説明的な表現がふさわしいと判断したためであると考
えられる。 
 
問 4. khɔɔ   phraˀcaw  ruu  buaŋbon (中略) chuay    bandaan        hay   sìŋ  dii     kəətkhun  nay chiiwit 
 乞う  神            か   上の人              助ける 生じさせる HAY 事  良い 起こる    中   人生 
  (略)神様や天上の人に人生で良いことが起こるようにして下さいと願った。(PRNV040) 
 
表 2b より thamhay と共起した動詞については、問 2 での A の回答を除き、全ての回答
において thamhay が選択されていることがわかる。A は問 2 で hayのみを選択した。A の
内省によれば、thamhay は被使役者の意志と関係なく何かをさせることを表現する時に使
う。そのため「患者を楽な様子で休ませる」という補文内容には、患者の意志とは無関係
に患者を休ませるというニュアンスはそぐわないと感じ、hayを選択したと考えられる。 
 
問 2.  phayaayaam thamhay        phuupuay phakphɔɔn   nay  thaathaaŋ   thii        sabaay 
   努力する     THAMHAY  患者         休む            中    様子          relative 快適な 
    患者を楽な様子で休ませる。                    (INST065) 
 
また、C は問 2 と問 4 では、V＋hay と thamhayの両方を選択している。一方 A と B は
一度も V＋hayまたは V＋thamhayの形式を選択しなかった。Cが thamhayは説明的である
と述べたことから考えると、使役者の態度や働きかけの度合いをよりはっきり示すもので
ある V＋hayの形式は、thamhayを使った時と似ている表現を作るものであるという内省が
働いていると考えられる。 
次の表に、各動詞についてのインフォーマントの回答をまとめた。表の一番左側の列は、
元の例文で用いられていた形式を表している。■は hay、□は thamhay、●は V＋hay、○
は V＋thamhayである。 
 
表 3: 動詞ごとのインフォーマントの回答 
 動詞 インフォーマントの回答 
■/ ● 生じさせる ■■■■□□□□● 
■ 先導する ■■■□ 
■ 誘う ■■■■■■□□ 
□ 努力する ■■■□□□□□● 
□ 助ける ■■■■■□□□□□ 
□ 効果を生む ■■■■■□□□□□□ 
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 thamhayが用いられていた箇所にも hayが比較的多く現れた。hay及び thamhayが選択さ
れた回答数については、「助ける」に関しては同数であり、「効果を生む」においてもほぼ
同数であった。「努力する」については thamhayを選んだ回答の方が多かったが、これは問
1 の補文の内容(「幸福になる」)が影響していると考えられる。hayと共起していた「生じ
させる」については hayと thamhayを選んだ回答が同数であるという結果になったが、「先
導する」や「誘う」については hayが優勢であった。V＋hayが記載されていた箇所につい
ては、thamhayの形をとるとする回答もあった。 
 
3. まとめと今後の課題 
コーパスの用例の中で thamhay と共起した動詞については hayとも共起可能であるとい
うことが読み取れる。一方 thamhay は hay に比べ、直前に共起できる動詞の制限が強いと
いうこともいえる。 
今回の調査により、これまでの先行研究では述べられていなかった V＋thamhay の形式
の存在、また使役標識の直前に現れる動詞の傾向を確認することができた。一部の動詞は
V＋thamhayの形式もとれることについても述べた。これは thamhayについて研究を深める
面では有益であると思われる。 
しかし、実際に調査できた動詞の数が少ないため、今後はより広範囲な調査が求められ
る。また、コーパスの性質上データに偏りが生じていることは否めないため、よりよい方
法を考える必要がある。加えて今回の調査方法ではインフォーマントの内省に依るところ
が大きかったが、調査後に別のタイ語母語話者に聞いたところ調査結果とは多少異なる回
答が得られた。そのため今後さらに多くのデータを集める必要がある。 
 
参考文献 
高橋清子(2010)「タイ語における他動性と使役性」プラシャント＝バルデシ・西光義弘編
『自動詞・他動詞の対照』91-142、 東京: くろしお出版 
バンチョンマニー、ブッサバー(1999)『動詞の意志性について―タイ語・日本語の対照研究
をめざして―』東京外国語大学平成 11年度博士論文 
メーターピスィット、タサニー(2000)「タイ語の受動態と使役態の現れ方と動詞の分類」『言
語・地域文化』6: 59-79、 東京外国語大学大学院地域文化研究科 
 
参考資料 
Thai National Corpus http://ling.arts.chula.ac.th/tnc2/ (最終閲覧日 2010/12/27) 
